












昭和の裕仁天皇は I 9 0 I 年 4 月 2 g 自に東京で生まれた。 I9 2 I 年欧州訪問後， 2 0才で摂政に
就任した。 I9 2 6 年 1 2 月 1 5 日に病死した父親の大正天皇にかわって即位した。戦争中には日
本ですべての軍事行動が天皇の名において行われている。 1 945年 8 月 I 5 日まで『現人神』
として君臨した。その日，天皇はラジオで『終戦の勅語』を読み上げた。戦後，新憲法の
もとで， 『象徴天皇』にうまれかわった。
















198 8年 1 0 月から 19 8 9 年 9 月まで，天皇制にたいしての日本人の認識を勉強した。その聞
に天皇が交代し， 『平成』という新しい時代にはいっていった。この時期は日本にとって
歴史のひとつの節目だと思う。次にあげるものは，天皇陛下の崩御の際に行った京都での






ンティティ」などである。 2 0% は「戦争と関係がある」という意見を述 dている。例えば
「常に戦争や軍国主義のイメージがつきまとう J 「特攻体 J 「アジア諸国への侵略を思い
嫌悪感があるが，あの丸は血である」という述惣があげられている。 15% は「日の丸弁当
をおもいだす J と答えた。（この場合， 3 分の 2 は中学生である） 14 %は「オリンピック
で日の丸があがると感動する J とも答えた。 12% は「百本の国旗はシンプルで美しい」と
いう意見を述べたが， 5% は「かっこわるい」「シンプルすぎてイギリスの国旗に比べて
日の丸は地味で不細工である」という印象をもっている。 4% の人は「親しみ J を持っと
述べているが，つまり安心感を感じるということらしい。 3% の人が祝日を思い浮かべて











































4 5% の人は，日本では目上の人に敬語を使うので，抵抗を感じないと答えた。この 3 分
の 2 は年配の人である。一方若い世代は半分の人が抵抗を感じると答えた。 8% の人が平
等でなければならないので敬語を使うことに抵抗を感じるという意見をもっている。
⑦天皇に戦争責任があるとおもいますか








この質問にたいする答えの統計からみると 15% の人は「責任が全く無い」と答えた。 40 
%の人は「半分はあるとおもう。」と答えているが，これは個人的にはないにしても，天
皇としての立場として考えられ，軍部の言いなりにならざるを得なかったということから
なのであろう。 3 5 %の人が「責任がある」と答えているが，その半分は戦争体験者であっ
た。 6% の人が「おそれおおく考えたくない」という意を表した。 6 3才の男性は「あると
いえば気の毒，ないといえば国際的には適用しにくいのでは。」と，不安を見せた。
児島氏は「一般の米国市民にとっては天皇はナチス． ドイツのヒットラ一同様に『血に










毎日新聞の世論調査によると 19 8 9年に天皇にたいしての尊敬の念は 5% まで上がったと
ある。このアンケート調査からも色々な意見をきくことができた。 41 %の人が「民族の象















から考察すると， 3 0% の人が無関心， 2 5% の人が賛成，あまり関心がないが戦争責任があ
-150一
(5) 
ると考えている人が 20 %，徹底的に反対している人が 17 %であった。 7 0才以上の人の中に
はおそれおおくて答えたくないという人も 3 人いた。賛成している人の 88% は 5 0才以上で
ある。無関心の人の 6 0% は学生， 33 %は 40 -5 0 代， 7% は 6 0才以上の人である。一方反対
している人のなかで 4 0% は 40 -5 0 代， 39% が学生で， 2i %が 6 0才以上の人である。この
ことからいえることは， 6 0才以上の人のなかで 88 %の人は賛成しでも 21 %の人は抵抗があ
るということである。戦争を知っている世代の人は戦争に関して感慨深いものがあるらし
い。この点で，戦争体験者の場合，天皇制と戦争とは密接な関係があるという印象を持つ
た。
4. 最後に
このアンケート調査を通して興味を持ったことは世代によって天皇に対する意識が違う
ということである。年配者は，戦前教育の中で天皇を神と信じ，一方，若い世代はほとん
ど関心を抱いていない。教育の与える影響の大きさというものを痛感した。これからの時
代ををつくっていく若い世代にももっと関心をもってほしいと思う。
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